
(57)【要約】

安全注射器（１００）は、ガラス製注射筒（１）と；注

射筒（１）の内側を滑ることができ、後部に手動操作可

能な心棒（２０）を備えたプランジャー（２）と；注射

筒（１）の前端部（１０）に取り付けられた注射針（１

１）と；注射筒（１）に一体的に取り付けられた鞘（３

）と；使用時収縮位置から針（１１）が保護される安全

前進位置へと移動するよう滑ることができるように鞘に

取り付けられたスリーブ（４）と；スリーブが使用時位

置にあるときの位置と安全位置にあるときの位置とにお

いてスリーブ（４）をロックさせるよう鞘及びスリーブ

に互恵的に備えられたロック手段と；スリーブ（４）を

使用時収縮位置から安全前進位置へと移動させられるよ

うロック手段（４３）と協同するようにピストンの心棒

（２０）に一体的に取り付けられた操作手段（２２）と

を具備している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 で 前 後 が 開 い て い る ガ ラ ス 製 注 射 筒 （ １ ） と 、
　 上 記 注 射 筒 （ １ ） の 内 側 で 滑 り 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） で あ っ て 、 後 端 部 （ ２ １ ） に
よ っ て 上 記 注 射 筒 か ら 引 き 出 さ れ る 手 動 操 作 可 能 な 心 棒 （ ２ ０ ） を 後 部 に 備 え て い る プ ラ
ン ジ ャ ー （ ２ ） と 、
　 上 記 注 射 筒 （ １ ） の 前 端 部 （ １ ０ ） に 取 り 付 け ら れ た 注 射 針 （ １ １ ） と を 具 備 す る 安 全
注 射 器 に お い て 、
　 上 記 ガ ラ ス 製 注 射 筒 （ １ ） に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 鞘 （ ３ ） と 、
　 注 射 す る こ と が で き る よ う 上 記 針 （ １ １ ） が 上 記 ス リ ー ブ よ り 前 方 に 突 出 し た 使 用 時 収
縮 位 置 か ら 上 記 針 （ １ １ ） が 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） に よ っ て 保 護 さ れ る 安 全 前 進 位 置 へ と 移
行 す る よ う 上 記 鞘 上 に 滑 る こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ た ス リ ー ブ （ ４ ） と 、
　 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 使 用 時 収 縮 位 置 に あ る と き の 位 置 と 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る
と き の 位 置 と に お い て 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） を ロ ッ ク す る よ う 上 記 鞘 及 び 上 記 ス リ ー ブ に
互 恵 的 に 備 え ら れ た ロ ッ ク 手 段 及 び 静 止 手 段 と 、
　 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に あ る と き に 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 使
用 時 収 縮 位 置 か ら 安 全 前 進 位 置 へ と 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う 上 記 ロ ッ ク 手 段 と 協 同 す
る よ う に 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー の 心 棒 （ ２ ０ ） の 後 部 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 操 作 手 段 （ ２
２ ） と を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） と 上 記 鞘 （ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 弾 性 力 発 生 手 段 （ ６ ） を 具 備 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 弾 性 力 発 生 手 段 の 一 端 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 大 径 部 （ ４ ０ ） と 小 径 部 （ ４ １ ） と の 間
に 規 定 さ れ る 輪 状 接 触 面 （ ４ ２ ） と 接 触 し て お り 、 上 記 弾 性 力 発 生 手 段 の 他 端 は 、 上 記 鞘
（ ３ ） の 先 端 部 で 外 向 き に 突 出 し た カ ラ ー （ ３ ０ ） に よ っ て 規 定 さ れ る 輪 状 接 触 面 と 接 触
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ロ ッ ク 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） の 側 壁 の 後 部 に お い て 縦 長 に 形 成 さ れ た ２ つ の
後 部 弾 力 性 タ ン グ （ ４ ３ ） が 備 え ら れ た ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る よ う 上 記
鞘 か ら 互 い に 正 反 対 の 向 き に 放 射 状 に 突 出 し た ２ つ の つ め （ ３ １ ） を 具 備 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 後 部 タ ン グ （ ４ ３ ） の そ れ ぞ れ は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 に お い て 上 記 ス リ ー ブ の 後
端 部 ま で 形 成 さ れ た 互 い に 平 行 で 縦 長 の ２ つ の 切 欠 き に よ っ て 規 定 さ れ て お り 、 上 記 タ ン
グ （ ４ ３ ） の 後 端 部 は ス リ ー ブ の 後 端 部 を 越 え て 放 射 状 に 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 操 作 手 段 は 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に 達 し た と き に 上 記
後 部 タ ン グ の 上 記 ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） か ら 上 記 鞘 の つ め （ ３ １ ） を 解 放 す る よ う 上 記 後 部 タ
ン グ を 外 向 き に 広 げ る た め に 上 記 後 部 タ ン グ （ ４ ３ ） と 協 同 す る 円 錐 台 ブ ロ ッ ク （ ２ ２ ）
を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） の 側 壁 の 中 央 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦
長 に 備 え ら れ た た わ み 可 能 な １ 対 の 中 央 タ ン グ （ ４ ７ ） を 具 備 し て お り 、 中 央 タ ン グ （ ４
） は 、 上 記 鞘 （ ３ ） に 備 え ら れ た 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る 内 向 き に 突 出 し
た そ れ ぞ れ の つ め （ ４ ９ ） が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か １
項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 鞘 （ ３ ） の 上 記 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ は 、 上 記 鞘 （ ４ ） が 上 記 使 用 時 収 縮 位
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置 に あ る と き に 上 記 鞘 の 上 記 中 央 タ ン グ の 上 記 つ め （ ４ ９ ） の そ れ ぞ れ と 接 触 す る 後 部 接
触 面 （ ３ ３ ） と 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に 上 記 つ め （ ４ ９ ）
の そ れ ぞ れ と 接 触 す る 前 部 接 触 面 （ ３ ４ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の
安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 後 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に 備 え
ら れ た た わ み 可 能 な １ 対 の 後 部 タ ン グ （ ５ ０ ） を 具 備 し て お り 、 上 記 中 央 タ ン グ （ ５ ０ ）
は 、 内 向 き に 収 束 性 を 有 す る と 共 に 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に
上 記 鞘 （ ３ ） の 前 端 部 と 接 触 す る こ と が で き る 接 触 面 （ ５ ２ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 各 中 央 タ ン グ （ ４ ７ ） 及 び 上 記 各 前 部 タ ン グ （ ５ ０ ） は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 中
央 部 及 び 前 部 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 実 質 的 に Ｕ 字 型 の そ れ ぞ れ の 切 欠 き （ ４ ８ 、 ５ １ ） に
よ っ て 定 義 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ９ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 ［ 説 明 （ DESCRIPTION） ］
　 本 発 明 は 、 一 旦 注 射 が 行 わ れ た 後 に 針 の 保 護 を 行 う 自 動 安 全 装 置 を 備 え た 使 い 捨 て の ガ
ラ ス 製 注 射 器 に 関 す る も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 使 い 捨 て ガ ラ ス 製 注 射 器 に 適 用 で き
る 関 連 安 全 キ ッ ト に 関 す る も の で も あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 注 射 器 は 、 プ ラ ン ジ ャ ー を 受 け 入 れ る よ う 後 部 が 開 い て い る 円 筒 形 の 注 射 筒 を 通 常 備 え
て い る 。 ま た 、 注 射 筒 の 頭 部 に は 中 空 の 針 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 保 健 規 則 上 の 理 由 及 び 感 染 症 の 伝 達 を 避 け る た め に 、 注 射 器 は 通 常 一 度 し か 使 用 で き ず
、 そ の 後 は 廃 棄 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 複 数 回 の 使 用 を 防 止 で き る 使 い 捨 て 注
射 器 の 需 要 が 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 上 、 通 常 、 安 全 面 に お い て 注 射 器 に は 問 題 点 が 有 る 。 つ ま り 、 一 旦 注 射 器 が 使 用 さ
れ る と 、 針 が 注 射 筒 の 頭 部 に 露 出 さ れ た ま ま 残 り 、 傷 害 又 は 針 刺 し 事 故 の 危 険 を 伴 っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 問 題 点 を 克 服 す る た め に 、 針 を カ バ ー す る よ う 安 全 装 置 を 有 し て い る 使 い 捨 て
の プ ラ ス チ ッ ク 製 注 射 器 が 市 場 に 出 回 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 国 際 特 許 出 願 公 開 番 号 Ｗ Ｏ ９ ９ ／ ３ ７ ３ ４ ５ に は 、 注 射 筒 の 軸 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、
注 射 で き る よ う 針 を 露 出 し て い る 収 縮 位 置 か ら 完 全 に 針 を カ バ ー す る 伸 張 位 置 へ と 滑 る こ
と が で き る 針 カ バ ー ス リ ー ブ （ needle covering sleeve） を 有 す る 使 い 捨 て 安 全 注 射 器 が
記 載 さ れ て い る 。 こ の 注 射 器 で は 、 注 射 器 の 再 使 用 を 防 止 す る と 共 に 針 刺 し 事 故 に 対 す る
保 護 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 ス リ ー ブ は 、 一 旦 注 射 が 行 わ れ る と 自 動 機 構 に よ る 手 段 に よ っ て 使 用 者 の 仲 介 な し
に 自 動 的 に 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 ガ ラ ス 製 注 射 器 は 、 通 常 再 使 用 が で き る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ガ ラ ス
製 注 射 筒 は 高 温 で 滅 菌 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 ガ ラ ス シ リ ン ジ に は 、 通 常 、
一 旦 注 射 が 行 わ れ た 後 に 針 を 保 護 す る た め の 安 全 装 置 が 備 え ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 周 知 の よ う に 、 注 射 器 の 胴 体 に 予 め 液 剤 が 入 っ て お り 、 即 注 射 可 能 な プ レ フ ィ ル ド 注 射
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器 （ prefilled syringes） が 市 場 に 広 く 出 回 っ て い る 。 し か し な が ら 、 ワ ク チ ン や 解 毒 剤
等 の よ う に プ ラ ス チ ッ ク 製 の 容 器 内 で 保 存 で き な い 液 剤 も あ る 。 従 っ て 、 そ れ ら の 液 剤 は
ガ ラ ス 製 の プ レ フ ィ ル ド 注 射 器 に 収 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の 理 由 と 衛 生 上 及 び 実 用 上 の 理 由 と か ら 、 市 場 に は 使 い 捨 て タ イ プ の ガ ラ ス 製 注 射
器 が 存 在 す る 。 し か し 、 使 い 捨 て の ガ ラ ス 製 注 射 器 に は 、 針 を 保 護 す る た め の 安 全 装 置 を
有 し て い な い と い う 問 題 点 が 有 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 技 術 に お け る 上 記 の 問 題 点 を 解 消 し 、 実 用 的 で 、 多 目 的 用 途 に 使
用 で き 、 経 済 的 で 、 か つ 、 組 み 立 て が 容 易 な ガ ラ ス 製 安 全 注 射 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 複 数 回 の 使 用 を 試 み る こ と を 防 止 で き る 使 い 捨 て タ イ プ の
ガ ラ ス 製 注 射 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 非 常 に 安 全 で 、 使 用 後 に 不 慮 の 傷 害 及 び 無 分 別 な 試 み （ ta
mpering） を 防 止 す る こ と の で き る ガ ラ ス 製 安 全 注 射 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、 添 付 の 独 立 請 求 項 １ に 列 挙 し た 特 徴 点 を 有 す る 発 明 に よ っ て 達 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 好 ま し い （ advantageous） 実 施 の 形 態 は 、 従 属 請 求 項 か ら 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 注 射 器 は 、 中 空 で 前 後 が 開 い て い る ガ ラ ス 製 注 射 筒 と ； 注 射 筒 の 内 側 を 滑
る こ と が で き 、 手 動 操 作 可 能 な 心 棒 （ stem） を 後 部 に 備 え て い る プ ラ ン ジ ャ ー （ plunger
） と ； 注 射 筒 の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 注 射 針 と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 注 射 器 を 本 発 明 に 係 る 安 全 注 射 器 に す る た め に 、 ガ ラ ス 製 注 射 筒 上 に は 、 鞘 が 一 体
的 に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 当 該 鞘 に は 、 使 用 時 収 縮 位 置 か ら 前 進 安 全 位 置 へ と 移 動 す る
よ う 滑 る こ と が で き る よ う に ス リ ー ブ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 ス リ ー ブ が 使 用 時
収 縮 位 置 に あ る 状 態 で は 、 針 が 注 射 す る こ と が で き る よ う に ス リ ー ブ か ら 突 出 し て お り 、
ス リ ー ブ が 安 全 前 進 位 置 に あ る 状 態 で は 、 ス リ ー ブ に よ っ て 針 が 保 護 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 鞘 及 び ス リ ー ブ に は 、 ス リ ー ブ が 使 用 時 収 縮 位 置 に あ る と き の 位 置 と 安 全 前 進 位
置 に あ る と き の 位 置 と に お い て ス リ ー ブ を ロ ッ ク さ せ る よ う ロ ッ ク 手 段 及 び 止 め 具 が 互 恵
的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 プ ラ ン ジ ャ ー が 注 射 ス ト ロ ー ク （ injection stroke） の
終 点 に あ る と き に ロ ッ ク 手 段 と 協 同 す る （ cooperate） こ と の で き る 操 作 手 段 が ピ ス ト ン
心 棒 の 後 部 に 据 え ら れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 ス リ ー ブ は 使 用 時 収 縮 位 置 か ら 安 全 前 進 位
置 へ と 動 く こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 注 射 器 の 利 点 は 明 白 で あ り 、 一 旦 注 射 が 行 わ れ る と ス リ ー ブ に よ っ て 針 を
カ バ ー す る 能 力 を 備 え る こ と に よ っ て 、 ガ ラ ス 製 の 注 射 器 を 安 全 な も の に す る こ と が で き
る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 に よ っ て 明 ら か に さ れ る 。 以 下 の 詳 細 な
説 明 は 単 に 具 体 例 を 示 し て い る だ け で あ り 、 従 っ て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 制 限 す る も の で
は な い 。 ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 添 付 の 図 面 に よ っ て 次 の よ う に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 注 射 器 の 平 面 図 で あ る 。 図 中 に お い て 注 射 器 は 使 用 可 能 な 状 態 で
あ り 、 注 射 筒 の 頭 部 に は 針 カ バ ー キ ャ ッ プ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 図 ２ は 、 図 １ の 安 全 注 射 器 の 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ り 、 注 射 筒 及 び ピ ス ト ン 心 棒 の
側 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の 切 断 面 III‐ IIIに 沿 っ た 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ り 、 ピ ス ト ン 心 棒 の
側 面 を 示 し て い る 。 図 中 に お い て ピ ス ト ン 心 棒 は 注 射 位 置 の 終 点 に あ り 、 針 カ バ ー キ ャ ッ
プ が 除 去 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ と 同 様 に 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 中 に お い て 針 は 安 全 な 位 置 に あ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 注 射 筒 を カ バ ー す る た め の 鞘 を 説 明 す る 透 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 安 全 注 射 器 を 図 と 共 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 の 注 射 器 全 体 は 符 号 １ ０ ０
で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 注 射 器 １ ０ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す ガ ラ ス 製 の 注 射 筒 １ を 具 備 し て い る 。 注 射 筒 １ は
実 質 的 に 円 筒 形 の 形 状 で 中 空 と な っ て お り 、 前 後 に 円 筒 形 小 室 開 口 部 （ cylindrical cham
ber open） を 有 し て い る 。 ま た 、 注 射 筒 １ は 、 針 １ １ を 食 い 込 ま せ る 頭 部 １ ０ を 先 端 部 に
有 し て い る 。 ま た 、 注 射 筒 １ は 、 使 用 者 が 掴 め る よ う 放 射 状 に 突 出 し た フ ラ ン ジ １ ２ を 後
端 部 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ゴ ム 製 の プ ラ ン ジ ャ ー ２ は 、 注 射 筒 １ の 円 筒 形 小 室 （ cylindrical 
chamber） を 堅 く 密 閉 し な が ら 軸 方 向 に 滑 る こ と が で き る 。 ま た 、 プ ラ ン ジ ャ ー ２ は 、 ガ
ラ ス 製 又 は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 心 棒 ２ ０ に よ っ て 先 端 部 が 支 持 さ れ て い る 。 心 棒 ２ ０ は 、 使
用 者 が 手 動 で 操 作 す る こ と が で き る よ う 注 射 筒 １ の 外 側 に 配 置 さ れ た フ ラ ン ジ ２ １ を 後 端
部 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 心 棒 ２ ０ の 後 部 に は 、 フ ラ ン ジ ２ １ に 近 接 し た 部 分 に お い て 心 棒 ２ ０ の 周 縁 に 配 置 さ れ
る 円 錐 台 ブ ロ ッ ク （ frusto conical block） ２ ２ が 備 え ら れ て い る 。 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２
は 、 心 棒 ２ ０ の 後 方 に 向 か っ て 半 径 が 大 き く な る 先 細 の 側 面 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 、 心 棒 の 後 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い い て も よ い し 、 或 い は 、 心
棒 ２ ０ に あ て が わ れ る 別 個 の 部 材 と な っ て い て も よ い 。 後 者 の 場 合 、 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２
は 、 心 棒 を 前 端 部 か ら 後 部 の フ ラ ン ジ ２ １ に 対 し て 接 触 す る ま で 強 制 的 に 挿 入 す る た め に
軸 方 向 の 穴 （ axial hole） ２ ４ を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 、 弾 力 性
を 得 る こ と が で き る よ う 輪 状 溝 ２ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 注 射 筒 １ に は 、 注 射 筒 １ の 略 全 側 面 を カ バ ー す る 管 状 鞘 ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ５
に も 示 す よ う に 、 鞘 ３ は 、 輪 状 接 触 面 （ an annular abutment surface） ３ ５ を 規 定 す る
よ う 外 向 き に 放 射 状 に 突 出 し た カ ラ ー （ collar） ３ ０ を 先 端 部 に 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 カ ラ ー ３ ０ に は 、 互 い に 正 反 対 の 方 向 に 外 向 き に 放 射 状 に 突 出 し た ２ つ の つ め ３ １ が 備
え ら れ て い る 。 鞘 ３ の 側 面 に は 、 つ め ３ １ に 合 わ せ て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 配 置 さ れ た ２
つ の 縦 長 ス ロ ッ ト （ longitudinal slots） ３ ２ が 備 え ら れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 各 縦 長
ス ロ ッ ト ３ ２ は 、 後 部 接 触 面 （ a rear abutment surface） ３ ３ 及 び 前 部 接 触 面 （ a front
 abutment surface） ３ ４ を 規 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 つ め ３ は プ ラ ス チ ッ ク 素 材 製 で あ り 、 ガ ラ ス 製 注 射 筒 １ に 弾 力 的 に 押 し 付 け ら れ て 固 定
さ れ る 。 注 射 筒 １ は 、 一 体 化 し た 鞘 ３ と 共 に 、 実 質 的 に 円 筒 形 で 中 空 の ス リ ー ブ ４ の 内 側
に 軸 方 向 に 滑 る こ と が で き る よ う 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 ス リ ー ブ ４ か ら 注
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射 筒 １ の 頭 部 １ ０ が 軸 方 向 前 方 に 突 出 し て お り 、 頭 部 １ ０ に は 針 カ バ ー キ ャ ッ プ ８ が 嵌 め
込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス リ ー ブ ４ は 、 径 の 大 き い 円 筒 形 後 部 ４ ０ と 径 の 小 さ い 円 筒 形 前 部 ４ １ と を 有 し て お り
、 内 側 に お い て 輪 状 接 触 面 ４ ２ を 規 定 し て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 鞘 ３ 上 の カ ラ ー ３ ０
の 輪 状 接 触 面 ３ ５ と ス リ ー ブ ４ の 輪 状 接 触 面 ４ ２ と の 間 に は 、 鞘 ３ に 巻 き つ い て い る 垂 直
螺 旋 圧 縮 ば ね （ a helicoidal compression spring） ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 端 的 に 示 す よ う に 、 最 大 径 を 有 す る 鞘 の 側 壁 部 分 ４ ０ に は 、 ２ つ の 後 部 タ ン グ （
rear tongues） ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 後 部 タ ン グ ４ ３ は 、 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に
配 置 さ れ て お り 、 た わ む こ と が で き る 。 各 後 部 タ ン グ ４ ３ は 、 内 部 で 鞘 の カ ラ ー ３ ０ の つ
め ３ １ の そ れ ぞ れ が 嵌 合 す る 矩 形 ス ロ ッ ト ４ ４ を 有 し て お り 、 ス リ ー ブ ４ の 内 側 で 鞘 ３ が
確 実 に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 各 後 部 タ ン グ ４ ３ は 、 最 大 径 部 ４ ０ の 端 ま で 達 す る 互 い に 平 行 な 縦 長 の ２ つ の 切 欠 き ４
５ に よ っ て 規 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 各 後 部 タ ン グ ４ ３ は 外 向 き に 放 射 状 に た わ む
こ と が で き る 。 そ の 上 、 各 後 部 タ ン グ ４ ３ は 、 最 大 径 部 ４ ０ の 後 端 部 を 越 え て 後 方 に 突 出
し た 後 部 を 有 し て い る 。 こ こ で 、 各 タ ン グ ４ ３ の 後 端 部 は 、 心 棒 の 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２ の
先 細 の 側 面 と 協 同 す る こ と が で き る 先 細 の 表 面 ４ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 大 径 部 ４ ０ の 後 端 部 に は 、 使 用 者 が 掴 む こ と が で き る よ う に フ ラ ン ジ ５ ５ が 放 射 状 に 突
出 し て い る 。 ス リ ー ブ 上 の 後 部 フ ラ ン ジ ５ ５ は 、 後 部 タ ン グ ４ ３ と 干 渉 し な い よ う 後 部 タ
ン グ ４ ３ の あ る 領 域 に は 存 在 し な い 。 ス リ ー ブ 上 の フ ラ ン ジ ５ ５ は 、 ガ ラ ス 製 注 射 筒 １ の
後 部 フ ラ ン ジ １ ２ が 接 触 す る 輪 状 接 触 面 を 後 部 壁 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス リ ー ブ の 最 小 径 部 ４ １ の 側 部 に は 、 ２ つ の 中 央 タ ン グ （ central tongues） ４ ７ が 形
成 さ れ て い る 。 中 央 タ ン グ ４ ７ は 、 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に 配 置 さ れ 、 た わ む こ と が
で き る 。 各 中 央 タ ン グ ４ ７ は 、 実 質 的 に Ｕ 字 型 の ノ ッ チ ４ ８ に よ っ て 規 定 さ れ て お り 、 外
向 き に 放 射 状 に し な る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 各 中 央 タ ン グ ４ ７ は 、 鞘 ３ の 縦 長 ス ロ ッ ト ３ ２ の そ れ ぞ れ と 係 合 す る こ と が で き る 内 向
き に 突 出 し た つ め ４ ９ を 有 し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 注 射 筒 １ が 鞘 ３ と 共 に ス リ ー ブ ４ の
内 側 に 挿 入 さ れ た 際 に は 中 央 タ ン グ ４ ７ が 広 げ ら れ 、 つ め ４ ９ が 鞘 上 の ス ロ ッ ト ３ ２ の そ
れ ぞ れ に お い て 係 合 し た 際 に は 弾 力 的 に 嵌 ま り 込 む よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス リ ー ブ の 最 小 径 部 ４ １ の 側 壁 に は 、 ２ つ の 前 部 タ ン グ ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 前 部 タ
ン グ ５ ０ は 、 互 い に 正 反 対 の 位 置 で 縦 長 に 配 置 さ れ て い る 。 各 前 部 タ ン グ ５ ０ は 、 実 質 的
に Ｕ 字 型 の ノ ッ チ ５ １ に よ っ て 規 定 さ れ て お り 、 外 向 き に 放 射 状 に し な る こ と が で き る よ
う に な っ て い る 。 通 常 状 態 に お い て 各 前 部 タ ン グ ５ ０ は 内 向 き に 収 束 し て お り 、 ま た 、 前
端 部 に は 接 触 面 ５ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 本 発 明 に 係 る 注 射 器 １ ０ ０ の 操 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ば ね ６ は 、 初 期 状 態 に お い て 鞘 ３ の カ ラ ー ３ ０ の 輪 状 接 触
面 ３ ５ と ス リ ー ブ ４ の 輪 状 接 触 面 ４ ２ と の 間 で 圧 縮 さ れ て い る 。 鞘 の つ め ３ ２ は ス リ ー ブ
の 後 部 タ ン グ ４ ３ の ス ロ ッ ト ４ ４ に お い て 係 合 し て お り 、 ス リ ー ブ ４ に 対 し て 鞘 ２ 及 び 注
射 筒 １ の 集 合 部 材 が 軸 方 向 に 移 動 す る の を 防 止 し て い る 。 さ ら に 、 中 央 タ ン グ ４ ７ の つ め
４ ９ は 鞘 の 縦 長 ス ロ ッ ト ３ ２ の 前 部 接 触 面 ３ ３ と 接 触 し て お り 、 ス リ ー ブ ４ に 対 し て 鞘 ３
が 軸 方 向 後 方 に 移 動 す る の を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 注 射 筒 １ の 小 室 （ chamber） は 注 射 す る 液 剤 に よ っ て 予 め 満 た さ れ て い る （ pre-filled
） 。 そ し て 、 注 射 を 行 い 、 プ ラ ン ジ ャ ー ２ が 注 射 筒 の 小 室 内 で ス ト ロ ー ク （ stroke） の 終
点 に 達 し た 際 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 円 錐 台 ブ ロ ッ ク ２ ２ の 先 細 の 表 面 が 後 部 タ ン グ ４ ３
の 後 端 部 ４ ６ の 先 細 の 表 面 と 協 同 し 、 後 部 タ ン グ ４ ３ を 外 向 き に 放 射 状 に し な ら せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 鞘 ３ の つ め ３ １ は タ ン グ ４ ３ の ス ロ ッ ト ４ ４ か ら 解 放 さ れ （ disengage） 、 ス
リ ー ブ ４ は 、 鞘 ３ 及 び 注 射 筒 １ の 集 合 部 材 に 堅 く 拘 束 さ れ な く な る 。 そ の 結 果 、 図 ４ に 示
す よ う に 、 圧 縮 さ れ て い た ば ね ６ が 発 射 さ れ （ is released） て 、 伸 張 す る と 共 に ス リ ー
ブ ４ を 鞘 及 び 注 射 筒 の 集 合 部 材 に 対 し て 軸 方 向 前 方 に 滑 ら せ る 。 こ の 滑 り は 、 ス リ ー ブ の
中 央 タ ン グ ４ ７ の つ め ４ ９ が 鞘 の 縦 長 ス ロ ッ ト ３ ２ の 後 部 接 触 面 ３ ４ の そ れ ぞ れ と 接 触 す
る ま で 続 く 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 鞘 及 び 注 射 筒 の 集 合 部 材 に 対 す る ス リ ー ブ ４ の 軸 方 向 に お け る 上 記 移 動 は 、 ス リ ー ブ の
中 央 タ ン グ ４ ７ の つ め ４ ９ が 鞘 上 の 縦 長 ス ロ ッ ト ３ ２ の そ れ ぞ れ の 中 を 滑 る の で 、 ガ イ ド
さ れ る 。 さ ら に 、 ス リ ー ブ の 前 部 タ ン グ ５ ０ の 後 端 部 ５ ２ が 鞘 ３ の 前 端 部 を 通 過 す る 際 、
前 部 タ ン グ ５ ０ は 内 向 き に 弾 力 的 に 収 束 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 状 況 に お い て 、 針 １ １ は ス リ ー ブ ４ の 内 側 で 安 全 な 位 置 に 保 護 さ れ る 。 な お 、 注 射
器 １ ０ ０ が 安 全 位 置 の 状 態 に あ る と き は 、 鞘 及 び 注 射 筒 の 集 合 部 材 に 対 し て ス リ ー ブ ４ の
軸 方 向 に お け る あ ら ゆ る 移 動 が 防 止 さ れ る 。 つ ま り 、 鞘 ３ の 前 端 部 が 集 束 性 を 有 す る 前 方
タ ン グ ５ ０ の 後 端 部 ５ ２ と 接 触 し 、 鞘 上 の ス ロ ッ ト ３ ２ の 後 部 接 触 面 ３ ４ が ス リ ー ブ の 中
央 タ ン グ ４ ７ の つ め ４ ９ の そ れ ぞ れ と 接 触 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 安 全 注 射 器 １ ０ ０ 以 外 に 、 鞘 ３ 、 ば ね ６ 、 ス リ ー ブ ４ 及 び 円 錐 台 ブ ロ
ッ ク ２ ２ を 具 備 し て い る 安 全 キ ッ ト に も 関 す る こ と は 言 う ま で も な い 。 ま た 上 記 安 全 キ ッ
ト は 、 公 知 の ガ ラ ス 製 注 射 器 を 安 全 注 射 器 に す る た め に 適 用 さ れ る 単 独 の 物 品 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 本 実 施 例 に 対 し て 、 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 発 明 の 範 囲 に お い て 当
業 者 が な し う る 種 々 の 細 部 に お け る 改 変 や 変 更 を し て も よ い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 注 射 器 の 平 面 図 で あ る 。 図 中 に お い て 注 射 器 は 使 用 可 能 な
状 態 で あ り 、 注 射 筒 の 頭 部 に は 針 カ バ ー キ ャ ッ プ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 安 全 注 射 器 の 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ り 、 注 射 筒 及 び ピ ス ト ン
心 棒 の 側 面 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の 切 断 面 III‐ IIIに 沿 っ た 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ り 、 ピ ス ト ン
心 棒 の 側 面 を 示 し て い る 。 図 中 に お い て ピ ス ト ン 心 棒 は 注 射 位 置 の 終 点 に あ り 、 針 カ バ ー
キ ャ ッ プ が 除 去 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ と 同 様 に 軸 方 向 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 中 に お い て 針 は 安 全 な 位
置 に あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 注 射 筒 を カ バ ー す る た め の 鞘 を 説 明 す る 透 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 12日 (2004.8.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 で 前 後 が 開 い て い る ガ ラ ス 製 注 射 筒 （ １ ） と 、
　 上 記 注 射 筒 （ １ ） の 内 側 で 滑 り 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） で あ っ て 、 後 端 部 （ ２ １ ） に
よ っ て 上 記 注 射 筒 か ら 引 き 出 さ れ る 手 動 操 作 可 能 な 心 棒 （ ２ ０ ） を 後 部 に 備 え て い る プ ラ
ン ジ ャ ー （ ２ ） と 、
　 上 記 注 射 筒 （ １ ） の 前 端 部 （ １ ０ ） に 取 り 付 け ら れ た 注 射 針 （ １ １ ） と を 具 備 す る 安 全
注 射 器 に お い て 、
　 上 記 ガ ラ ス 製 注 射 筒 （ １ ） に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 鞘 （ ３ ） と 、
　 注 射 す る こ と が で き る よ う 上 記 針 （ １ １ ） が 上 記 ス リ ー ブ よ り 前 方 に 突 出 し た 使 用 時 収
縮 位 置 か ら 上 記 針 （ １ １ ） が 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） に よ っ て 保 護 さ れ る 安 全 前 進 位 置 へ と 移
行 す る よ う 上 記 鞘 上 に 滑 る こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ た ス リ ー ブ （ ４ ） と 、
　 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 使 用 時 収 縮 位 置 に あ る と き の 位 置 と 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る
と き の 位 置 と に お い て 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） を ロ ッ ク す る よ う 上 記 鞘 及 び 上 記 ス リ ー ブ に
互 恵 的 に 備 え ら れ た ロ ッ ク 手 段 及 び 静 止 手 段 と 、
　 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に あ る と き に 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 使
用 時 収 縮 位 置 か ら 安 全 前 進 位 置 へ と 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う 上 記 ロ ッ ク 手 段 と 協 同 す
る よ う に 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー の 心 棒 （ ２ ０ ） の 後 部 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 操 作 手 段 （ ２
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２ ） と を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） と 上 記 鞘 （ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 弾 性 力 発 生 手 段 （ ６ ） を 具 備 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 弾 性 力 発 生 手 段 の 一 端 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 大 径 部 （ ４ ０ ） と 小 径 部 （ ４ １ ） と の 間
に 規 定 さ れ る 輪 状 接 触 面 （ ４ ２ ） と 接 触 し て お り 、 上 記 弾 性 力 発 生 手 段 の 他 端 は 、 上 記 鞘
（ ３ ） の 先 端 部 で 外 向 き に 突 出 し た カ ラ ー （ ３ ０ ） に よ っ て 規 定 さ れ る 輪 状 接 触 面 と 接 触
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ロ ッ ク 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） の 側 壁 の 後 部 に お い て 縦 長 に 形 成 さ れ た ２ つ の
後 部 弾 力 性 タ ン グ （ ４ ３ ） が 備 え ら れ た ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る よ う 上 記
鞘 か ら 互 い に 正 反 対 の 向 き に 放 射 状 に 突 出 し た ２ つ の つ め （ ３ １ ） を 具 備 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 後 部 タ ン グ （ ４ ３ ） の そ れ ぞ れ は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 に お い て 上 記 ス リ ー ブ の 後
端 部 ま で 形 成 さ れ た 互 い に 平 行 で 縦 長 の ２ つ の 切 欠 き に よ っ て 規 定 さ れ て お り 、 上 記 タ ン
グ （ ４ ３ ） の 後 端 部 は ス リ ー ブ の 後 端 部 を 越 え て 放 射 状 に 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 操 作 手 段 は 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に 達 し た と き に 上 記
後 部 タ ン グ の 上 記 ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） か ら 上 記 鞘 の つ め （ ３ １ ） を 解 放 す る よ う 上 記 後 部 タ
ン グ を 外 向 き に 広 げ る た め に 上 記 後 部 タ ン グ （ ４ ３ ） と 協 同 す る 円 錐 台 ブ ロ ッ ク （ ２ ２ ）
を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） の 側 壁 の 中 央 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦
長 に 備 え ら れ た た わ み 可 能 な １ 対 の 中 央 タ ン グ （ ４ ７ ） を 具 備 し て お り 、 中 央 タ ン グ （ ４
） は 、 上 記 鞘 （ ３ ） に 備 え ら れ た 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る 内 向 き に 突 出 し
た そ れ ぞ れ の つ め （ ４ ９ ） が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か １
項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 鞘 （ ３ ） の 上 記 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ は 、 上 記 鞘 （ ４ ） が 上 記 使 用 時 収 縮 位
置 に あ る と き に 上 記 鞘 の 上 記 中 央 タ ン グ の 上 記 つ め （ ４ ９ ） の そ れ ぞ れ と 接 触 す る 後 部 接
触 面 （ ３ ３ ） と 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に 上 記 つ め （ ４ ９ ）
の そ れ ぞ れ と 接 触 す る 前 部 接 触 面 （ ３ ４ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の
安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 後 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に 備 え
ら れ た た わ み 可 能 な １ 対 の 後 部 タ ン グ （ ５ ０ ） を 具 備 し て お り 、 上 記 中 央 タ ン グ （ ５ ０ ）
は 、 内 向 き に 収 束 性 を 有 す る と 共 に 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に
上 記 鞘 （ ３ ） の 前 端 部 と 接 触 す る こ と が で き る 接 触 面 （ ５ ２ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 各 中 央 タ ン グ （ ４ ７ ） 及 び 上 記 各 前 部 タ ン グ （ ５ ０ ） は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 中
央 部 及 び 前 部 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 実 質 的 に Ｕ 字 型 の そ れ ぞ れ の 切 欠 き （ ４ ８ 、 ５ １ ） に
よ っ て 定 義 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ９ に 記 載 の 安 全 注 射 器 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】

【 請 求 項 １ ２ 】
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　 鞘 （ ３ ） 、 ば ね （ ６ ） 、 ス リ ー ブ （ ４ ） 及 び 操 作 手 段 （ ２ ２ ） を 具 備 し て お り 、 注 射 器
を 安 全 注 射 器 に す る た め に 適 用 さ れ る 安 全 キ ッ ト 。



【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 請 求 項 １ ５ 】

【 請 求 項 １ ６ 】

【 請 求 項 １ ７ 】
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　 上 記 鞘 （ ３ ） は 、 上 記 注 射 筒 （ １ ） に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） は 、 注 射 す る こ と が で き る よ う 上 記 注 射 筒 （ １ ） の 前 端 部 に 取 り 付
け ら れ た 針 （ １ １ ） が 上 記 ス リ ー ブ よ り 前 方 に 突 出 す る 使 用 時 収 縮 位 置 か ら 上 記 針 （ １ １
） が 上 記 ス リ ー ブ に よ っ て 保 護 さ れ る 安 全 前 進 位 置 へ と 移 行 す る よ う 上 記 鞘 （ ３ ） に 滑 る
こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 上 記 ば ね （ ６ ） は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） と 上 記 鞘 （ ３ ） と の 間 で 作 用 す る よ う 間 に 配 置
さ れ て お り 、
　 上 記 操 作 手 段 は 、 当 該 注 射 器 の プ ラ ン ジ ャ ー 心 棒 （ ２ ０ ） の 後 部 に 一 体 的 に 取 り 付 け る
こ と が で き 、
　 上 記 ス リ ー ブ が 上 記 使 用 時 収 縮 位 置 に あ る と き の 位 置 と 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き の
位 置 と に お い て 、 上 記 ス リ ー ブ を ロ ッ ク す る よ う 上 記 鞘 （ ３ ） 及 び 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） に
ロ ッ ク 手 段 及 び 静 止 手 段 が 互 恵 的 に 備 え ら れ て お り 、
　 上 記 操 作 手 段 は 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ ー が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に あ る と き に 上 記 ス リ ー ブ
（ ４ ） が 使 用 時 収 縮 位 置 か ら 安 全 前 進 位 置 へ と 移 動 で き る よ う 上 記 ロ ッ ク 手 段 と 協 同 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 安 全 キ ッ ト 。

　 上 記 ロ ッ ク 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） の 側 壁 の 後 部 に お い て 縦 長 に 形 成 さ れ た ２ つ の
後 部 弾 力 性 タ ン グ （ ４ ３ ） が 備 え ら れ た ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る よ う 互 い
に 正 反 対 の 向 き に 上 記 鞘 か ら 放 射 状 に 突 出 し た ２ つ の つ め （ ３ １ ） を 具 備 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 安 全 キ ッ ト 。

　 上 記 操 作 手 段 は 、 プ ラ ン ジ ャ ー （ ２ ） が 注 射 ス ト ロ ー ク の 終 点 に 達 し た と き に 上 記 後 部
タ ン グ の 上 記 ス ロ ッ ト （ ４ ４ ） か ら 上 記 鞘 の 上 記 つ め （ ３ １ ） を 解 放 す る よ う 上 記 後 部 タ
ン グ を 外 向 き に 広 げ る た め に 上 記 後 部 タ ン グ （ ４ ３ ） と 協 同 す る 円 錐 台 ブ ロ ッ ク （ ２ ２ ）
を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に 記 載 の 安 全 キ ッ ト 。

　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 中 央 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に 備
え ら れ た １ 対 の た わ み 可 能 な 中 央 タ ン グ （ ４ ７ ） を 具 備 し て お り 、 上 記 中 央 タ ン グ （ ４ ）
は 、 上 記 鞘 （ ３ ） に 備 え ら れ た 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ と 係 合 す る よ う 内 向 き に 突 出
し た そ れ ぞ れ の つ め （ ４ ９ ） が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ４ の 何
れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 キ ッ ト 。

　 上 記 鞘 （ ３ ） の 上 記 縦 長 の 溝 （ ３ ２ ） の そ れ ぞ れ は 、 上 記 鞘 （ ４ ） が 上 記 使 用 時 収 縮 位
置 に あ る と き に 上 記 鞘 の 中 央 タ ン グ の つ め （ ４ ９ ） の そ れ ぞ れ と 接 触 す る 後 部 接 触 面 （ ３
３ ） と 、 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に つ め （ ４ ９ ） の そ れ ぞ れ と
接 触 す る 前 部 接 触 面 （ ３ ４ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 安 全 キ ッ ト
。

　 上 記 静 止 手 段 は 、 上 記 ス リ ー ブ の 側 壁 の 前 部 に お い て 互 い に 正 反 対 の 位 置 に 縦 長 に 備 え
ら れ た １ 対 の た わ み 可 能 な 前 部 タ ン グ （ ５ ０ ） を 具 備 し て お り 、 上 記 前 部 タ ン グ （ ５ ０ ）
は 、 内 向 き に 収 束 性 を 有 す る と 共 に 上 記 ス リ ー ブ （ ４ ） が 上 記 安 全 前 進 位 置 に あ る と き に
上 記 鞘 （ ３ ） の 前 端 部 と 接 触 す る こ と が で き る 接 触 面 （ ５ ２ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 キ ッ ト 。



【 国 際 調 査 報 告 】
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